
鬼　瓦

棟の端（はな）に取り付ける飾りの瓦。

奈良時代には一般に蓮華文が用いられたが，八世紀以降獣面・鬼面へと変化した。

今日では鬼面以外のさまざまの意匠も用いられる。



荒川区・観音寺

高尾山・薬王院

- 壱 ‐ 1 -

観音寺・清瀧山龍光院
真言宗豊山派寺院　長偏僧都が開基となり創建
寛政 10 年（1789）以降には徳川将軍の鷹狩りの御膳所
豊島八十八ヶ所霊場 6 番札所です
江戸時代の三河島近辺は鶴の飛来地で、農閑期に、竹の囲いを廻らして、つるの

餌付けがおこなわれていた。特に八代吉宗以降、頻繁に鷹狩りを行った。
なかでも鶴は珍重され、鶴の捕獲を目的とする将軍放鷹は「鶴お成り」と称され、
捕らえた鶴は天皇に献上する習わしであった。



護国寺

- 壱 ‐ 2 -

護国寺（ごこくじ） 
真言宗豊山派　 大本山  
五代将軍徳川綱吉が、
生母桂昌院の願いにより創建した祈願寺。



- 壱 ‐ 3 -

上野・寛永寺　徳川家菩提寺

東叡山寛永寺　天台宗総本山 （東叡山円頓院）
徳川家光が開基、天海大僧正が開山
寛永 2 年（1625）に本坊が建立
寛永年に起立したことから寺号を寛永寺、
東の比叡山ということから、山号を東叡山と号す
芝増上寺とともに、徳川将軍家の祈祷所・菩提寺として隆盛



上野寛永寺　徳川家菩提寺

- 壱 ‐ 4 -

寛永寺の諸堂

根本中堂
御本尊は伝教大師最澄上人
の御自刻とされる薬師瑠璃
光如来像

（国指定重要文化財）
（秘仏）



上野・大黒天堂　不忍池にある寛永寺の伽藍

上野・清水観音堂

- 壱 ‐ 5 -

京都東山の清水寺を模した舞台造りのお堂
寛永八年（1631）天海大僧正により建立
御本尊 清水寺より恵心僧都(えしんそうず)作の千手観音像（秘仏）



寛永寺の子院・寒松院寛永寺の子院・宗賢寺 

- 壱 ‐ 6 -

寛永寺の子院・林光院　　　

天台宗
東叡山・寛永寺の子院

20 子院が現存中



- 壱 ‐ 7 -

池袋・祥雲寺

上野・弁天堂

不忍池の中之島に天海大僧正が
琵琶湖の竹生島の宝厳寺の弁才天を
勧請して建立た。
谷中七福神の弁財天

曹洞宗、瑞鳳山
漫画家石ノ森章太郎の墓がある



- 壱 ‐ 8 -

調布市・深大寺千代田区・心法寺　　　　　

浄土宗寺院・常栄山
推古天皇の頃三河国に創建された寺院で泰法寺と称し
ていた
徳川家康の入府に従い、慶長 2 年（1597）当地で改
めて心法寺を起立
本尊 木造阿弥陀如来坐像

天台宗別格本山の仏教寺院
山号は浮岳山
奈良時代（天平 5 年）
満功上人によって創建

東京では浅草寺に次ぐ古い
歴史を持つ
厄除け、商売繁盛、縁結び
の寺としても名高い
本尊：恵心僧都作の阿弥陀
如来像
寺宝：釈迦如来像（白鳳時
代・重要文化財）

日本三大だるま市の 1 つ
「深大寺だるま市」で知ら
れている



- 壱 ‐ 9 -

神楽坂・善国寺 毘沙門堂

日蓮宗　鎮護山 徳川家康の命をうけて、日惺上人（池上本門寺十
二世）が麹町に文禄 4 年（1595）創建　
寛政 5 年（1793）当地へ移転。
毘沙門天は、加藤清正の守本尊だったとも、土中より出現したとも
いわれ、江戸の三毘沙門と称されて、新宿山之手七福神の一つ



葛飾区・正覚寺他

- 壱 ‐ 10 -



- 壱 ‐ 11 -

国分寺市・国分寺

板橋区・東京大仏乗蓮寺（赤塚山慶学院）　浄土宗系単立

前沢村（現東久留米市内）の米津寺（米津出羽守田盛によって菩提寺として創建された寺）の楼門を明治 28 年に移築したもの。板金葺の屋
根で、江戸時代の建築様式をよくとどめた、風格ある建物です。



- 壱 ‐ 12 -

赤塚・松月院

曹洞宗寺院 萬吉山宝持寺
古くから当地に存在していた宝持寺を、曹洞宗の
千葉一族の菩提寺として、1492 年に松月院と改
めて創建したといいます。
徳川家康の入府後は石高 40 石御朱印寺



- 壱 ‐ 13 -

芝・増上寺　　徳川家菩提寺

浄土宗
浄土宗の七大本山の一つ
三縁山広度院増上寺
徳川将軍家の菩提寺とし
て、また関東十八檀林（だ
んりん）の筆頭として興隆



柴又帝釈天

- 弐 - 1 -

日蓮宗の寺院・正式名称は経栄山 題経寺
（きょうえいざん だいきょうじ）。
寛永 6 年（1629 年）開創

「柴又帝釈天」として知られる



東京都文京区・湯島聖堂

- 弐 - 2 -

湯島聖堂（ゆしませいどう）は、元禄時代、5 代将軍徳川綱吉によって建てられた
本来は孔子廟である。

「日本の学校教育発祥の地」の掲示がある。
湯島天満宮（湯島天神）とともに、年間を通して合格祈願のために、参拝に来る受
験生が訪れる。
特に、合格祈願の鉛筆を買っていく受験生の姿が多く見受けられる。
国の史跡に指定されている。



- 弐 - 3 -

入谷・鬼子母神

真源寺（しんげんじ）・法華宗本門流の寺院。山号は仏立山。
1659 年・日融が当地に法華宗本門流の寺院を開山したことによる。
鬼子母神を祀っていることで、入谷鬼子母神の名称で有名
大田南畝の狂歌「恐れ入りやの鬼子母神」という洒落も有名
当寺院の境内で、朝顔市が開かれる



麻布・専光寺

麻布・真福寺

- 弐 - 4 -

浄土真宗本願寺派寺院、月寶山と号す。
延慶 2 年（1309）芝に創建、
十四代智慶住職の代に当地へ移転した。

摩尼珠山・宝光院
真言宗智山派
本尊 薬師如来
天正 19 年（1591）開創
京都市東山七条にある
真言宗智山派総本山智積院
の別院



- 弐 - 5 -

麻布・光善寺 

麻布・善光寺

浄土真宗本願寺派寺院
天正 11 年（1583 年）或いは天
正 2 年（1574 年）に世田ヶ谷上
宿に創建、のち芝金杉に移転し
た。後、当地へ移転した。

浄土真宗本願寺派寺院

麻布・善通寺

浄土真宗本願寺派寺院
麻布山善福寺の寺中寺
善通坊が慶長 12 年（1607 年）
或いは元和元年（1615）に創建



- 弐 - 6 -

麻布・善福寺 

浄土真宗本願寺派寺院・麻布山
弘法大師が関東地方へ巡錫した折に天
長元年（824）創建した　
親鸞聖人当寺へ立寄り浄土真宗に宗旨
を改めた
浄土真宗関東七ヶ寺の一つ
寺領 10 石の御朱印状を拝領



目黒・目黒不動尊

- 弐 - 7 -

瀧泉寺（りゅうせんじ）天台宗・泰叡山（たいえいざん）。
不動明王を本尊とし目黒不動（目黒不動尊）呼ばれる　江戸五色不動の一つ
808 年（大同 3 年）円仁が不動明王を安置して創建
清和天皇より「泰叡」の勅額を下賜され、山号を泰叡山とした
1630 年（寛永 7 年）寛永寺の子院・護国院の末寺となり、徳川家光の庇護を受け
る、1812 年「江戸の三富」と言われる「富くじ」が行われた



目黒・大円寺

目黒・成就院　蛸薬師

- 弐 - 8 -

858 年慈覚大師の開山　天台宗寺院
本尊は大師の自作と伝えられる３匹の蛸に支えられる蓮華座に乗る薬師如来像です。
俗に蛸薬師と呼ばれ、疫病除けの仏として人々にあがめられています。
境内には、徳川２大将軍秀忠の側室、お静の方がわが子保科正之の栄達を祈願し、
大願成就のお礼に奉納された「お静地蔵」が建てられ、
また３代将軍家光が遠州の秋葉大権現を勧進した「秋葉大権現」が併祀されています。

天台宗寺院・松林山
寛永のはじめ、湯殿山の大海法印が
寺の前の坂（行人坂）を切り開き、
大日金輪を祀って祈願の道場を開い
たのがその始まりである。
本寺には”生身の釈迦如来”と言われ
ている木造「清涼寺式釈迦如来立
像」（国指定文化財）、「木造十一面観
音立像」（区指定文化財）、徳川家の
繁栄と江戸発展守護のための「三面
大黒天像」（山手七福神の一つ）など
が安置されています。



文京区・麟祥院

- 弐 - 9 -

臨済宗　 妙心寺派　 天沢山　 麟祥院
開基「春日局」は徳川三代将軍家光の乳母。功なり名をとげた春日局は、幕府の恩恵に報いるために、本郷湯島
に寺院を建立しようと思い立った。これを知った将軍家光は、願いをかなえさせるために本郷湯島の土地を寺地
として贈った。願いがかなえられた春日局は、「報恩山天沢寺」と名づけた。
寛永七年（1630）渭川という高僧を新しく住職として迎え、改めて春日局自身の菩提寺とした。
寛永 11 年（1634）渭川和尚から法号をおくられた。
これを喜んだ家光は、法号をもって寺号とするように命じたため、「天沢山麟祥院」と号するようになった。



王子・西福寺 文京区湯島・霊雲寺

- 弐 - 10 -

真言宗豊山派寺院
・三縁山無量壽院
六阿弥陀佛（江戸六阿
弥陀）の一つを本尊と
して創建
江戸六阿弥陀巡礼の 1
番目

真言宗霊雲寺派・宝林山大
悲心院・真言宗霊雲寺派の
総本山
元禄 4 年江戸城から見て鬼
門にあたる当地に創建
元禄 6 年には朱印状を拝
領、また塔頭 7 ヶ院、末寺
46 ヶ寺を擁していた真言律
宗の本山でした



- 弐 - 11 -

巣鴨・功徳院

高野山真言宗 龍源山 大分県由布にある龍源山功徳院の東京分院
昭和 63 年に開設され、すがも平和霊宛として著名

巣鴨・とげぬき地蔵尊高岩寺
曹洞宗寺院・萬頂山
慶長元年（1596）神田明神下に熊谷
集福寺末として開創
明治 24 年当地に移転
とげぬき地蔵尊として多くの崇敬を集
め、関東百八地蔵結願札所



巣鴨・摠禅寺

巣鴨・真性寺
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真言宗豊山派・医王山東光院
聖武天皇の勅願により行基菩薩が創建したと伝えられる古刹です。
境内に安置されている地蔵尊は江戸六地蔵として崇敬を集めています

曹洞宗寺院・松龍山
寛永元年湯島に創建
天和 3 年（1683）駒込千駄木に移転、
5 代将軍綱吉に赤門を許可された
明治 30 年当地へ移転



巣鴨・本妙寺

- 弐 - 13 -

法華宗陣門流の総持院・徳栄山総持院
法華宗陣門流総本山本成寺の別院
元亀 2 年（1571）駿府に創建
明暦 3 年（1657）の大火の火元として有名
明治 44 年、本郷から当地へ移転
遠山金四郎景元の墓。本郷丸山の徳栄山本妙寺に葬られたが、
本妙寺が明治 44 年この地に移転した時に改葬された。



川崎大師・平間寺（金剛山金乗院）

- 参 -1 -

厄除弘法大師と称される真言宗智山派の大本山、付近に住んでいた平間兼乗が
川崎市夜光沖合いの海で拾い上げた弘法大師像をもとに、尊賢上人が開基とな
り 1128 年創建したと伝えられる。



台東区浅草・浅草寺 

- 参 -2 -

聖観音宗総本山・金龍寺
推古天皇時代の創建とされ、東京都内最古の寺院
浅草七福神の大黒天



- 参 -3 -

浅草・伝法院

浅草寺の本坊、大書院、浅草寺貫首（かんす）大僧正のお居間などがあ
り、「伝法院」はこれらの総称。
もとは観音院、智楽院などと称したが、元禄（１６８８～１７０４）以後
この名が付けられた。
客殿に阿弥陀三尊をまつり、
約３,７００坪の庭園は、寛永年間（１６２４～４４）小堀遠州（こぼり
えんしゅう）により作庭されたと伝えられる「廻遊式庭園」である。



- 参 -4 -

浅草・東本願寺
浄土真宗東本願寺派本山東本願寺
徳川家康の命で教如が創建した江戸神田道場光瑞寺に始まり、明暦の大火
後現在地に移りました。
正徳元年（1711）以降朝鮮通信使の宿舎
1988 年に結成された浄土真宗東本願寺派の本山



- 参 -5 -

泉岳寺

萬松山泉岳寺
曹洞宗江戸三箇寺の一
本尊釈迦如来ハ座像
慶長 17 年（1612 年）に徳川
家康が創建
寛永 18 年（1641 年）寛永の
大火で焼失したが、徳川家光の
命で現在の高輪の地で再建

元禄赤穂事件で有名な浅野長矩
と赤穂浪士が葬られている
境内に赤穂義士記念館がある



- 参 -6 -

谷中



谷中

- 参 -7 -



- 参 -8 -

池上本門寺

日蓮宗、長栄山大国院本門寺
1282 年　日蓮聖人身延山から常陸へ向かう途中に当地へ立ち寄り創建。
日蓮聖人はその後大坊本行寺で入滅、
池上宗仲は 69,384 坪を寄進して現在の池上本門寺の礎を築きました。
慶長年間には徳川家康から寺領 100 石をうけた他、
加藤清正や紀伊徳川家等諸侯の祈願寺となっていました。
日蓮宗の十四霊蹟寺院、七大本山の一つに数えられています。



鶴見・総持寺

- 参 -9 -

曹洞宗、諸嶽山と号し、
曹洞宗の大本山です。
1322 年　後醍醐天皇より紫衣を拝
領、曹洞宗の大本山となった。
明治 31 年火災により焼失、
明治 40 年移転したといいます。
東海三十三観音霊場初番札所、
鶴見七福神の大黒天です。
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中野区・新井大師

真言宗豊山派の梅照院　
新井山薬王寺・通称 新井薬師
天正年間（1573-1593）に創建
この頃には「子育薬師」として江戸では著名であった



日野市・高幡不動尊

- 参 -11 -

真言宗智山派寺院の金剛寺、高幡山明王院、
高幡不動尊として真言宗智山派の別格本山
平安時代の初期に慈覚大師（円仁）が清和天皇の
勅願によって山中に不動堂を建立して創建、
江戸幕府より寺領 30 石の御朱印状を拝領
多摩八十八ヶ所霊場 88 番、関東三十六不動 9
番、関東百八地蔵霊場 100 番、武相不動尊霊場
28 番、日野七福神の弁財天
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